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図表 2-35 「ひとづくり」調査のビッグデータ分析結果 

 

 

主な抽出条件キーワード 

ひとづくり 生涯学習 職人 伝統 スポーツ 伝承(継承) 敬う（尊敬）NPO  

学習施設 男女共同参画 心の健康  
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図表 2-36 「情報社会」調査のビッグデータ分析結果 
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図表 2-37 「商業」調査のビッグデータ分析結果 
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図表 2-38 「福祉」調査のビッグデータ分析結果 

 

主な抽出条件キーワード 

福祉 支える 障がい者 要援護者 生活保護 幸せ 民生委員 見守り ユニバーサルデザイン 人権 
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第 3 章 考察 

 

3-1 未来デザイン会議の意見 
（1）幅広い情報をとらえる 

ソーシャルメディアの情報の幅広さによって、未来デザイン会議委員に対して、新

たな気づきを与えることができた。また、ソーシャルメディアの活用によって、新・

総合計画の策定に限らず他の分析に当たっても、幅広い情報を効率的に収集できるの

ではないかといった、将来的な有効性も感じられていることがうかがえる。  

【主な意見】 

○ 分析結果を見ると非常に有用であった。インターネットの情報は、ネガティブなものが多いと思って

いたが、かなりポジティブな意見、しかも現実に即した意見も多く、結果は期待していなかったが、

素晴らしいデータが汲み取れて面白い。 

○ 今回のデータは 3 万件を超えるとあったが、実際に 3 万人にインタビューするとなった場合、膨大

なマンパワーが必要となり、市の職員だけでは到底集めることができない。ところが、こうやってビッ

グデータの分析によって、こういった情報が出てくるというのは、これからの調査にもますます利用さ

れるのではないかと感じた。 

 

（2）現状をとらえる 

ソーシャルメディアの中から、日常的に行き交う話題が多々浮かび上がることによ

って、未来デザイン会議委員が知らなかった地域の現状をとらえることができた。ま

た、昨今、ソーシャルメディアを多用している点がうかがえ、市民の今を考える上で

の重要なデータになりうる。  

【主な意見】 

○ ビッグデータからレーザー核融合といったキーワードが浮かび出た。浜松は楽器とオートバイは有名

だが、光電子技術といった非常に重要な基礎技術を持っている。科学者に言わせると核分裂と

いうのはまだ途中段階。汚いものをつくって良いとは誰も思っていない。このプロセスを経て、究極

は核融合に至るのだ、クリーンな水素エネルギーにたどり着くなどと専門家は語る。一歩先を見て、

優れた基礎技術と応用技術を持つ浜松市でこういう議論がされていると理解した。 

○ 働くということに関して、女性の立場の意見がワードとして出てきている。女性とか母親が情報を

集めるのに SNS を多用しているというのも挙げられる。子育て世代の目線で言うと、集団の場所

や情報を集めるのに、近所だけでは情報収集にも限界があるので、ネット上に情報などを求めて

いて、同じく今働くことに女性が非常に興味を持っているということと、そういうものを引き合いにした

ビジネスなり NPO なりが盛んに活動されていると感じて興味深かった。 
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（3）ギャップをとらえる  
本調査では、「柱」＋「補完ワード」を設定し、ソーシャルメディアの中から関連

する幅広い情報を「可視化」した。  

幅広い情報を、決まった視点から整理することによって、多様な考え方からの対比

が可能となり、情報や考え方のギャップを見出し、新たな視点や発想が促された。  

【主な意見】 

○ 普段の話の中で出てくるエネルギーというと、太陽光発電であったり、省エネの技術をどうしていこ

うかということであったりする。小中学校など公共施設への太陽光パネルの設置といった非常に現

実的なものが記載されている中で、エネルギーに関しては、浜松市の技術力による新エネルギー、

レーザー核融合、バイオマス、小水力とか、いわゆる先進的な技術というものがインターネットの世

界では議論され、注目されているのは非常に面白い。 

○ 「ものづくり産業」と「働く」の関連性で、「ものづくり産業」はプラスの意見が出ているが、「働く」で

はマイナスの意見が出ている。浜松市では、ものづくり産業に携わる人が多い割に、実体的には

働くことに関してはマイナスな意識を持っているという発見があった。 

○ エネルギー・環境ということに関して、前向きなチャレンジをすることに関心を持っている結果が出て

いるが、「住まう」という実際に自らがエネルギーを使う行為に関しては、環境やエネルギーがあまり

出てこない。一般論で聞かれると良いことを言うが、自分の行動がどうかというと、もっと目先の、

（住宅の）外壁をどうするかのような話になっている。それも現実。そういう意味で、現実が浮き彫

りになっているような結果という印象を受けた。 

○ 目の前のことで気になることは当然浮かび上がっている。一方で、未来志向の考えも浮かび上が

っている。そこにはギャップがある。それをどう受け止めるかというと、未来を見ているが、未来だけ見

ていてそれが良いのだとしても、一人よがりになる恐れがある。 
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3-2 調査における課題 
ソーシャルメディアを活用した今回の調査は、全国的に見ても、実施した事例がな

く、統一化された分析手法はない。ビッグデータの活用は、企業をはじめ可能性を探

っているところであるが、未だ発展途上と言える。ビッグデータを分析すれば、すべ

て解決できるものではなく、これまでの統計分析と同様に、結果を導くまでの仮説の

設定や分析手法の高度化など、活用しようとする側の思考が重要である。  

今回、調査を進めた結果、複数の課題が挙げられた。以下に、その課題を整理する。  

 

（1） ソーシャルメディアの分析に関する認識の共有 

・ 分析結果がどのように導かれたのか理解できなければ、改善方法を提案できない

ため、統計学やソーシャルメディアの分析技術の基礎知識が必要である。  

・ 分析結果に不要なものが含まれていないか、関連付けが正しいかなどの判断が必

要となるため、分析する担当は、分析対象に対するローカルな知識、今回の場合

は浜松市に関する知識が必要である。  

・ 綿密に協議を繰り返し、分析結果に関する認識を共有した上で、最終成果を導く

取り組みが必要である。 

 

（2） 地域性の担保 

・ ソーシャルメディアから属性情報を得ることは難しいため、どこの誰が発言した

ものかを明確に示すことができない。このため、市民の発言、在留外国人の発言、

市外の発言等を分類してその傾向の違い等を見出すためには、地域特性などを活

用した検索条件の設定が今後必要である。  

 

（3）データの性質を考慮した活用の必要性 

・ ソーシャルメディアは、ブログや Facebook などメディアによってそれぞれ特性が

ある。  

・ 調査目的に合わせ、分析手法やテキストデータの絞り込みなどを行う必要がある。 
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	【報告書】ビッグデータを活用した市民の期待分析調査業務
	4_shiryou4
	5_shiryou5
	6_shiryou6


<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /All
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Warning
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJDFFile false
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /LeaveColorUnchanged
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /Description <<
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000500044004600206587686353ef901a8fc7684c976262535370673a548c002000700072006f006f00660065007200208fdb884c9ad88d2891cf62535370300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef653ef5728684c9762537088686a5f548c002000700072006f006f00660065007200204e0a73725f979ad854c18cea7684521753706548679c300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /FRA <>
    /ITA <>
    /JPN <>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020b370c2a4d06cd0d10020d504b9b0d1300020bc0f0020ad50c815ae30c5d0c11c0020ace0d488c9c8b85c0020c778c1c4d560002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken voor kwaliteitsafdrukken op desktopprinters en proofers. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /PTB <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents for quality printing on desktop printers and proofers.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /NoConversion
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /NA
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure true
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles true
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /NA
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /LeaveUntagged
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


